
第４学年１組 国語科学習指導案 

指導者  林 健広  

 

＜ 研究主題 ＞ 

主体的・対話的に学ぶ児童の育成 

～深い学びにつながる「対話」の工夫～ 

 

１ 単元名 登場人物の変化を中心に読もう   教材名 「プラタナスの木」 

  

２ 単元の目標 

 〇登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えることができる。 

 〇登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりを結び付けて具体的に想像することができ 

る。 

 〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。 

 

３ 単元について 

 本教材は、子供たちと同じ小学４年生の物語である。三人称限定視点で、物語は進んでいく。 

1場面のマーちんたちは、プラタナスの木について興味はない。興味があるのはサッカーである。サ

ッカーができるから、この公園に来ているのである。 

しかし、2場面から、マーちんの気持ちは少しずつ変化する。おじいさんの話により、木が公園全体

を守っていることを知る。祖父母の家の近くにある森、そして台風により、木がずっと昔から森全体を

守っていること、祖父母の家を守っていることに気付く。最後に、切られたプラタナスの木により、自

分たちが幹や枝や葉っぱの代わりをしようと思うようになる。つまり、物語の最初から、マーちん達の

気持ちは変化しているのである。よって、本教材は、登場人物の気持ちの変化を読む学習に適してい

る。 

 なお、本教材の構造は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本学級の子供たちは、「ごんぎつね」で登場人物の気持ちの変化を読む学習をしている。中心人物は

誰か、ごんの気持ちはどこで変化したのか、兵十の気持ちはどこで変化したのか、を読み取った。主体

的な学びにつなげるために、教師がなるべく発言せずに、子供同士で話し合い、検討し、読み取るよう

にさせた。その後、意見文を書かせた。 

叙述を基に、自分の意見を書いた子供は、以下である。 

○ページの○行目と書き、自分の意

見を書いている。 

できている  ３２名 

できていない  ０名       

「  」を使って引用している。 できている  ２９名 

できていない  ３名 

発言した友達の意見を引用してい

る。 

できている  ２１名 

できていない １１名 

辞書で調べた言葉を引用している。 できている   ２名 

できていない ３０名 

 ○ページ○行目と書き、登場人物の気持ちの変化を捉えようとした子供は、３２名全員である。ま

た、引用の「  」も多くの児童が使っている。なお、令和４年度の全国学力学習状況調査・中学国語

で、引用に関する問題が出された※下の資料。正答率は 46.5％であり、高い正答率とはいえない。引用は

大事であるものの、なかなか身に付かないようである。本単元においても、叙述を基にした意見をもた

せるために、繰り返し引用を指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その一方、発表した友達の意見を引用している子供は、２１名と多くはない。友達の意見を引用して

いないということは、対話的な学び、深い学びにつながっていないということである。対話的、深い学

びにつなげていくことが課題である。 

 

指導にあたっては、研究主題である「主体的・対話的に学ぶ児童の育成」につなげるために、以下の

２つを工夫する。 

1つ目に、Googleスプレッドシートである。Googleスプレッドシートは、「すぐに」「全員の意見」が

「一覧」できる。まず、児童に、ノートに意見を書かせる。次に、その意見を Googleスプレッドシー

トに入力させる。そうすると、誰が、どのような意見を書いたのか、子供は一覧できる。 

先に書いたとおり、本学級の子供は、友達の意見を引用することが課題である。Googleスプレッドシ

ートは、すべての子供の意見を一覧することができるので、今まで以上に、友達の意見を引用しやすく

なるであろう。つまり、今まで以上に、対話的に学ぶようになる。 

また、Googleスプレッドシートは、発表が苦手な子供にとっても有効である。今までは、発表しなけ

れば、自分の思いをクラス全員に伝えることができなかった。しかし、Googleスプレッドシートを使え

ば、自分の意見を、全員に、文字で、伝えることができる。 

さらに、授業の終わりにも、Googleスプレッドシートを使わせる。授業で学んだことを、Googleス

プレッドシートに入力させる。そうすることで、友達がどのようなことを学んだのか、すぐに、共有で

きる。ノートに書かせた場合、子供が書いた文は、多くの場合、教師しか読むことができない。すぐ

に、全員で、共有することができない。学んだことを入力させた後、教師は、「友達の学びに、コメン

トを入力しなさい。」と指示する。授業時間が足りなければ、「家でコメントを入力しなさい。」と指示

する。こうすることで、より対話的な学びへつながっていく。 

なお、この指導の工夫は、以下とつながっている。 

 

２つ目に、ルーブリックである。 

ルーブリックとは、評価基準を示した表である。一般には次のような定義で説明されることが多い。 

「課題に対するパフォーマンスの熟達レベルを質的に判断する指標」（石井英真『現代アメリカにお

ける学力形成論の展開』66ページ 東信堂） 

例えば、社会科で、次頁のルーブリックを使い、子供たちに学習させた。 

子供たちにルーブリックを渡し、教師は「自分たちで、もしくは友達と一緒に学習しなさい。」と指

示した。教師が驚くほど、子供たちは熱中して、自主的に学習を進めていた。 

「児童がコンピューターや情報通信ネットワークを積極的に活用する機会を設けるなどして，指導の効

果を高めるよう工夫すること」 

(「小学校学習指導要領」国語 指導計画の作成と内容の取扱い） 

「人前で話すことへの不安を抱いている場合には、（略）ICT機器を活用して発表したりするなど、多様

な表現方法が選択できるように工夫し，自分の考えを表すことに対する自信がもてるような配慮をす

る。」 

（「小学校学習指導要領」国語 指導計画の作成と内容の取扱い） 

「ICT端末は家庭に持ち帰って活用することで時間的・空間的な制約を超えた学びや創造的な学びを広

げることができる。」 

（文部科学省ＨＰ 家庭での ICT端末の使い方を考えよう） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書で調べる子供、地図帳で調べる子供、GoogleEarthで調べる子供、Jamboardでまとめる子供、

ノートに地図を書きまとめる子供、調べたことを友達にスピーチする子供がいた。清末公民館に行きイ

ンタビューしてくる子供も１１名いた。 

教師が１つ１つ指示したり、説明したりしなくても、子供は自分たちで学習を進めていた。つまり、

主体的な学びにつながっていた。ルーブリックで主体的な学びを続け、最終的にはルーブリックを必要

としない自立した学習者につなげていきたい。 

本単元では、以下のルーブリックを子供たちに渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、この指導の工夫は、以下とつながっている。 

「児童が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設けるなど，児童の興味・関心を生かした自主

的，自発的な学習が促されるよう工夫すること」 



「児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を，計画的に取り入れるよう

に工夫すること」 

「創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，組織的かつ計画的な取組を推進する

とともに，学年や学校段階を超えて児童の学習の成果が円滑に接続されるように工夫すること。 

（「小学校学習指導要領」総則 教育課程の充実と学習評価） 

 

４ 指導計画  全１０時間 

次 時間 学習活動 評価規準と評価方法 

第

１

次  

１、２ 全文音読・音読練習を

する。 

場面分けをする。 

 

【知識及び技能】文章の内容の大体を意識しながら音読す

る。［観察］ 

第 

２ 

次 

３～７ ルーブリックをもと

に、自分で、もしくは

グループで学習する。 

 

※学習内容はルーブリ

ック参照 

【態度】「プラタナスの木」を進んで読もうとしている。［観

察・ルーブリック］ 

【知識及び技能】辞書を使い、意味を調べることができる。

［ノート・観察・ルーブリック］ 

【思考力、判断力、表現力Ｂ】感じたことや想像したことを

書く。[ノート・ルーブリック] 

【知識及び技能】引用を正しく使う。［ノート・ルーブリッ

ク］ 

【思考力、判断力、表現力Ｂ】自分の考えとそれを支える理

由を明確にして書く。［ノート・ルーブリック］ 

【思考力、判断力、表現力Ｃ】登場人物の行動や気持ちなど

について、叙述を基に捉えることができる。［ノート・

Googleスプレッドシート・ルーブリック］ 

【思考力、判断力、表現力Ｃ】文章を読んで感じたことや考

えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあること

に気付くこと。[スピーチ・ルーブリック] 

 

 

第

３

次 

 

８～１０ 

 

 

 

 

登場人物の気持ちの変

化を読み取る。  

（本時 9/10時間） 

 

 

【思考力、判断力、表現力Ｂ】自分の考えとそれを支える理

由を明確にして書く。［ノート・Googleスプレッドシート］ 

【思考力、判断力、表現力Ａ】相手に伝わるように、理由を

挙げて話す。［発言］ 

【思考力、判断力、表現力Ｃ】登場人物の気持ちの変化につ

いて、場面の移り変わりを結び付けて具体的に想像すること

ができる。［ノート・Googleスプレッドシート・発言］ 

【思考力、判断力、表現力Ｃ】文章を読んで理解したことに

基づいて、感想や考えをもつことができる。［ノート・

Googleスプレッドシート・発言］ 

 



５ 本時案（９／１０）   

(1) 日 時 令和４年１１月１６日（水曜日） ５校時 

(2) 場 所 体育館 

(3) 本時のねらい 

  〇登場人物の気持ちの変化について、叙述をもとに自分の考えをもつことができる。 

(4) 視 点 

  ① Googleスプレッドシートを使わせることは、対話的な学びとして適切か 

  ② ルーブリックを使わせることは、主体的な学びとして適切か  

(5) 本時の流れ 

本時の流れ 指導上の留意点 

１ 漢字の練習をする。 

 

２ 教科書（自分がクライマックスと思う場面）を音

読する。 

 

３ クライマックスは何場面か選ぶ。 

 

 

 ・２、３、４、５場面。 

  

 

 

４ Google スプレッドシートの友達の意見（前時に入

力）に対して、質問、賛成意見、反対意見をノート

に書く。 

  

５ マーちんの気持ちが一番大きく変化したのは何場

面か話し合う。 

 ・小集団で話合いをする。 

 ・クラス全体で話合いをする。 

 

６ 今日の授業で学んだことを書く。 

 ・ルーブリックに〇をつける 

 ・Google スプレッドシートに書く。 

・毎時間５分程度の練習時間を確保することで、学

習の定着を図ることができるようにさせる。 

・すらすら読む力をつけさせるために、スピード音

読をさせる。 

 

・前時の学習の続きである。 

・「マーちんの気持ちが変化したのは、何場面です

か。」と発問した後、マーちんの気持ちは、2～5

場面全てで変化していることを伝える。その上

で、「一番変化したのかどこですか。」と発問す

る。 

 

・質問、賛成意見、反対意見をノートに書かせる

際、〇ページの〇行目、引用の「 」を必ず書か

せる。 

 

・主体的な学びに繋がるよう、教師はなるべく発 

言しないようにする。 

 

 

 

・発表した友達の意見、Google スプレッドシー 

トに書かれた友達の意見を引用させる。 

・友達が書いた文を読み、家でコメントするように 

伝える。 

 

(6) 評 価 

  ・登場人物の気持ちの変化について、叙述をもとに自分の考えをもつことができたか。（Googleス

プレッドシート、ノート、発言） 

マーちんの気持ちが変化したのは、何場面か。 

 


